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関川 勲事・久保田千春"・平沖敏文柿*・辻野 勇柿:紅藻ダJL.ス (Palmariapalmata 
(L.) O. KUNTZE)のお7nm紫外線吸収物質ウスジレンの単離と構造

臼尻産ダルスの近紫外線吸収物質について研究した。シリカゲルタロマトグラフイーにより 360nm吸収区分
を集め，更に調製用炉紙Pロマトグラフイーにより精製し， 2種の化合物 (1，2)を分離した。核磁気共鳴スベク

トル，質量スベクトルにより研究し， 1はパリセン (palythene)，2は新化合物でパリセγのシス型であることを
決定し 2をウスジレン (usujirene)と命名した。 (*060札幌市北区北15西7 北海道大学免疫科学研究所
噂.041函館市港町 3-1-1 北海道大学水産学部水産化学科 林市 060札幌市北区北10西8 北海道大学理学部高
分子学科)
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International Soeiety for Diatom Researeh 

This new Society welcomes all diatomists as members. The first part of the journal “Diatom 
Research" (152 pages) is published and Part 2 will appear shortIy. Volume 2 (Parts 1 and 2) will 
appear in 1987. The subscription due now for 1986 is .t20 ($30). The subscription for 1987 is due 
on January 1st 1987. 
Please send following subscription form to Miss Patrieia A. Sims， Botany Department， British 
Museum (Natural History)， Cromwell Road， London SW7 5BD， U. K. 

Please include me as a member of the International Society for Diatom Research. 1 enclose my 
initial subscription of J:20 (or dollar equivalent). 

Signed 

Address 
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ニュース

( 1 ) 第 1回「環境科学」シンポジウム

主 催:r環境科学」特別研究総合班・「環境科学」シンポジウム実行委員会
日時:昭和61年11月12日(水)-14日(金)
場所:東京虎ノ門パストラノレ

干105東京都港区虎ノ門 4-1-1
TEL 03 (432) 7261 <大代表〉

〔交通〕 地下鉄銀座線虎ノ門駅下車徒歩8分，地下鉄日比谷線神谷町駅下車徒歩2分

<プログラム>

3日間9:00より17:00まで4会場にて，環境科学全般にわたり広範な研究成果340篇が発表されますu

参加費:要，当日渡しの講演要旨集代を含む。

事前の参加申込みは不要

懇親会 :11月12日(水)18時より同パストラル宴会場葵間

会費5，000円(予定)実行委員会まで早自に葉書で申し込んで下さい。なお，当日も受付けます。

展示:期間中， 文部省科学研究費「環境科学」特別研究成果報告のデータベース(筑波大学環境科学研究科，

UTOPIA)および国立公害研究所のデータベース INFOTERRAのオンライン検索の展示・実演を企画

しております。

連絡先:〒305茨城県新治郡桜村

筑波大学大学院環境科学研究科内

「環境科学シンポジウム」実行委員会

実行委員長山中 啓

(TEL 0298-53-4752， 6598何れも直通)
なお，プログラムについては，郵送料60円切手同封の上，連絡先に申し込むこと。
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エユース

(2) 国際珪藻研究学会 (InternationalSociety for Diatom Research)の発足

今回新しく国際珪藻研究学会が設立され，すでに本年5月に雑誌“DiatomResearch" Vol. 1， No. 1， 152 pp. 
が出版されています.

入会ご希望の方は，下記の形式の申込用紙を fMissPatricia A. Sims， Botany Department， British Museum 
(Natural History)， Cromwell Road， London SW7 5BDJ宛に送り，別に会費J:20(ポンド)を送金(外国郵
便為替で直接送金が便利)のこと。

Please inc1ude me as a member of the International Society for Diatom Research. 1 enc10se my initial 
subscription of .t20 (or dollar equivalent). 

Signed …一一

Address 

(3) 第3回国際デスミマドシンポジウムの開催にって

第3回国際藻類学会議が1988年8月オーストラリアのメルボルンで開催の予定ですが，その直前または直後に
「糸状接合藻とデスミッドにいてのシンポジウム」がタスマニアで開かれることが予定されています。参加ご希

望の方は下記のいずれかに申し込まれること.

Dr Peter A. Tyler 
Department of Botany 
University of Tasmania 
Bo耳 252C，G.P.O. 
Hobart， Tasmania， 7001 Australia 

(4) 第3回国際藻類学会識の開催について

Dr Dieter Mollenhauer 
Forschungsinstitut Senckenberg 
Aussenstelle Lochmuehle 
D-6465 Biebergemuend-Bieber 
Federal Republic of Germany (“West Germany") 

第3回国際藻類学会議 ThirdInternational Phycological Congressが下記のようにオーストラリアで開催さ
れます。

期日:1988年8月14日-20日
場所:Monash University， Melbourne 
Australia 

1 stサーキュラーは本年12月に出る予定ですので希望者は下記に申込んで下さい.
The Secretariat 
3 rd International Phycological Congress 
c/o Botany Department， Monash University 
Clayton， Victoria 3168 
Australia. 
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